
 

 

 

平成 30 年度がスタートしました。本年度も、保護者の皆様、地域の皆様と共に常盤中学校の子ども

たちを育てて参ります。ご理解とご協力よろしくお願いいたします。 

 

「持つ」という生き方と 「なる」という生き方 
 

 新しい自分を創るために、中学校生活で大事にしてほしいことをお話します。 

「持つ」という生き方と「なる」という生き方です。これは、ドイツのエーリッヒ・フロムという学

者の考えで、人間は二つの生き方を求めるということです。 

 まず、「持つ」という生き方は、ほしいものを手に入れて満足するという生き方です。例えば、「あ

のゲームソフトがほしいな」と思うと、お父さんやお母さんにねだって、誕生日に買ってもらう。そ

うやって、自分が持ちたいものやほしいものを手に入れ続けることに喜びを感じて、それが良い生き

方だと感じるということです。 

 一方、「なる」という生き方は、自分が何になるかを目標にする生き方です。例えば、「部活に入っ

て、素晴らしい選手になる」とか「努力して勉強が得意になる」という生き方です。はじめに話した

「持つ」という生き方で手に入れたものは、確かにうらやましがられます。でも、持っているあなた

を「立派だね」とほめてはくれません。お金を出せば買えるものを持っていても、決して尊敬されな

いということです。ところが、「なる」という生き方で目標を決めて頑張る人は、尊敬を集めます。そ

れは、「何かになりたい」と一生懸命努力を続けていることを、周りの人は知っているからです。 

中学校は「自立」に向けて力をつけていくところです。「自立」は、自分で判断し、実行し、目標を

達成する中で成し遂げていきます。中学校は義務教育のまとめとして、大人になるための学習をする

ところです。教科の学習、校友会、部活動など、すべてが「自立」に向けて皆さんを育ててくれる場

です。苦しいことや、面倒だと感じることもあるかもしれません。しかし、目標を決めて、決して逃

げることなく、やるべきことに本気に立ち向かって、大いに自分を鍛えてほしいと思います。新入生

のみなさんが、3 年間の中で「持つ」という生き方から、「なる」という生き方の大切さを感じる人へ

と成長を遂げていくことを楽しみにしています。 

続いて、2、3 年生の皆さん進級おめでとうございます。今日から、344 名の常盤中学校、平成 30

年度１学期が始まります。１学期は、入学と進級を機に新しい仲間を迎え、この１年間の目標を決め

る時です。皆さんは、学校目標「たくましい人になる」を目指して、努力を重ね、今日まで成長し続

けてきています。昨年度は、創立 70 周年の節目を全校で作りました。いよいよ、創立 71 年目を迎え

ます。さらに学校生活を充実させ、多くの学びを得るための努力を重ねてほしいと思います。 

皆さんは、イチローという野球選手を知っていると思います。メジャーリーグで活躍し、いくつも

の記録を打ち立てた人です。例えば、262 安打というシーズン最多安打記録や、プロ野球における通

算安打数でギネス世界記録に認定されるなどです。イチロー選手は、262 安打の記録を出したときこ

んなことを言いました。「小さなことを重ねることが、とんでもない所へ行く、ただ１つの道だと思う」   

イチロー選手は、常に試合の 2 時間前には球場に入り、ストレッチを行い、打撃練習をします。 

一歩でも前進するために内容を工夫しながら、これを繰り返します。もちろん、厳しい練習も繰り返

します。この同じことの繰り返しと工夫が、イチロー選手をつくり上げました。皆さんにも、小さな

ことを繰り返し工夫して行くことで、何かを成し遂げてほしいと願っています。          

 

～ 平成 30 年度 入学・始業式 学校長式辞より（抜粋）～ 

須坂市立常盤中学校だより 
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○本年度、こんな学校づくりを目指します！ ～平成 30年度 常盤中学校グランドデザインから～ 
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・

・

・

生徒の主体的･対話的な言語活動の実現のための学習
場面と指導方法の工夫と充実を図る

Do

○

○

　α(プラスアルファ)　～進化し続ける学校～
具体目標　①挨拶に　α　②清掃に　α
　　　　　③合唱に　α　④交流に　α

○

基礎定着と授業理解を高める家庭学習の検討

明るいあいさつをし、合唱・清掃・校友
会活動に一生懸命取り組む生徒。

周りの状況や相手の立場について客観的
に考え、行動するが育ちつつある。

心通う合唱づくり

スポーツの楽しさと経験を第一と
した組織とスポーツ大会の計画

地域に学び､地域で育つ生徒

主体的に地域･社会、ひとと関
わるキャリア教育を観点とした
総合的な学習の時間の充実

生徒の主体的･対話的な学習活
動の充実

・

・

須坂支援学校･東部児童センター･泉園幼稚園との交
流、鎌田山整備を通して仲間と絆を深める

○

○

心
身
の
健
康

校
友
会
活
動

○

Check

○

健康な心身を育てる健康教育

評価結果(データ分析、自由記述等)と具体的
な改善の方向(取り組み等)の公表 ・場面：単元の中で、1時間の授業の中で

・指導形態：一人で・ペアで・グループで・全体で
・その他：学習問題・課題の明確な提示・ICTの活用
　　　　　学習カードの工夫　など
・信州型CSボランティアの活用

○

学
力
向
上

○ 本年度の目標と重点活動の見直し･改善

○ 年間行事計画や日課表、校内組織の見直し、
教科横断的カリキュラムの見直し

授業の復習や予習を取り入れた
家庭学習の充実

・

・

・

・

本年度の目標とそれを達成させるための重点活動

心身の健康とたくましい力の育成

開かれた学校作り（信州型ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ）

・

学校生活の充実とわかる授業の充実

豊かな人間性の育成 確かな学力向上

保護者･地域の願い

地域と結びついた学校づくり

4 歌声の響く学校づくり

3 ・

5
・

1 自ら学び共に高め合う集団に 　自ら「感じ」「考え」「解決
する」ことができる「たくまし
い」生徒

・

体験を通して自らに問い､
たくましい心と体を培う

2 互いに心を開き温かい人間
関係づくりを ・

学校運営の基本方針 めざす生徒の姿 生徒の実態

○

・ 小・中・高校､市立図書館､市民体育館
が隣接する文教地区○

自主高潔
自他を尊び､共に歩もう

切磋琢磨 「たくましい人になる」

学校を取り巻く環境本校の伝統・理念 学校目標

課題をもって取り組もう

恵まれた自然環境○ ねばり強くやりとげよう ・

自分から問いを発し、考え、追究
し、解決したことを自分の言葉で語
る事ができる生徒

(鎌田山広場､カモシカ広場)

自他ともに大切にし､感謝と
感動の思いのある生徒

・

心身ともに健康で､何事にも
向かっていけるたくましい
力のある生徒

人間関係を形成する力を育て､一人一
人の居場所と役割のある学級づくり

いじめ・体罰のない明るく楽しい学校

次年度の目標と重点活動の設定

Action

・

伝統を引き継ぎ、感謝の思いを込
めた自分と向き合う黙々清掃

地域の自然環境やひととの絆を深める
ボランティア活動

Plan

歌声の響く学級・学校

道徳教育の充実

基本的な生活習慣の形成のための指導
(朝食を取る・登校時間を守る・正しい身支度・家庭学習時
間の確保など)

・授業参観日のPTA講演会実施

保護者と共に、家庭や生徒自らの情報モラルや人権
感覚を高めることができる講演会や学習の実施
・「SNS常中ルール」の確認

○

人権教育の充実○

主体的に運動に関わるを体験できる組織づくりと各
種スポーツ大会の実施
黙想で始まり、自分と分担場所に向かい合い取り組
む黙々清掃

○

授業に基づいた「考え議論する道徳」についてのあ
り方と研修を深める

PDCAサイクルを意識して実施する教科会と
授業向上教科会の設定し定期的に検証
(調査結果・ICT使用・板書・学習カード・家
庭学習・評価等)

・

道徳の授業及び評価の具体を研修

指導内容･指導方法・授業展開・副教材・家庭
学習の方法の見直し

・

・ ICTを活用した教育の改善

地域や社会の中で
           　　  生きる力を育てる

教師の指示に対して素直に受け止め､まじめに取り
組むことができる。自ら計画しその実現に向けて主
体的に活動しようとする力が育ちつつある。

○

定期的に学年会･教務会･係会等で日々検証

全国学力学習状況調査(3年)・総合学力調査
(全学年)の分析から授業改善

重点目標を中心に､各アンケート、各調査結果
から評価を実施、分析、対応

○

道
徳
･
人
権
教
育

○

学力向上

学力向上

学力向上

学力向上

学力向上

学力向上

＋ ＋
＋ ＋

＋

｢学校自己評価アンケート｣

｢授業評価アンケート｣｢いじめアンケート｣

「ＱＵ調査」｢新体力テスト｣｢生活習慣アンケート」

信州型CS運営委員会による評価


